
こんにちは。岩手県高齢者総合支援センター(いきいき岩手支援財団)です。

紅葉の時期ももう終盤。これからの時期は、インフルエンザや風邪なども心配になり

ますね。マスク・うがい・手洗いなどで、感染症の拡大防止に努めましょう。

それでは、岩手県高齢者総合支援センターだよりvol.90をお届けいたします。

令和4年11月28日 vol.90

公益財団法人いきいき岩手支援財団

TEL：019-625-7490

FAX：019-625-7494

岩手県高齢者総合支援センターのホームページはこちらから→

11月7日(月) いわて県民情報交流センターアイーナ7F「小田島組☆ほーる」にて、「令和４年度岩手県高齢者権利

擁護セミナー」を開催しました。昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響により開催が見送られましたが、今回、2年ぶり

に開催の運びとなりました。

基調講演では、権利擁護の基本的視点である「自分らしく暮らすこと」や、岩手で出会った多くの高齢者とのエピソードを

交えて、「岩手の魅力」について分かりやすくご講演いただきました。パネルディスカッションでは、登壇された講師の皆様に非

常に分かりやすく、時に笑いを交えながら市民後見人についてお話しいただき、セミナーは大盛況の中終了しました。

ご参加いただいた皆様、ありがとうございました！

感染症対策を

十分に講じて

行いました。

【第１部】
　基調講演　「岩手にええトコあると思います！～移住を通して考える自分らしい生活とは～」
　天津木村　氏

【第２部】
　県民講座　「今、高齢者の権利擁護支援を考える」
　岩手弁護士会　高齢者障がい者支援センター委員会　副委員長　吉江 暢洋　氏

プレゼンテーション　「“市民後見人”を知っていますか？」
　　菊池 潤　氏　（盛岡広域成年後見センター　センター長）
パネルディスカッション　「“市民後見人”を知っていますか？」
　◇ パネリスト
　　　天津木村　氏　（いわて応援芸人）
　　　吉江 暢洋　氏　（岩手弁護士会　弁護士）
　　　菊池 潤　氏　（盛岡広域成年後見センター　センター長）
　　　福井 善之　氏　（市民後見人）
　◇ コーディネーター
　　　くまがい　氏・たもん　氏　（アンダーエイジ）



岩手県高齢者総合支援センターでは、普及啓発事業として、様々

な団体様に向けて「高齢者疑似体験（うらしま太郎）」と「福祉

用具展示室見学」の講座を開催しています。

今回は、今年開催された講座の中から、一部をご紹介します。

高齢者疑似体験は、専用のセットを使い、ペア（体

験者＋介助者）になって体験していただきます。

浦島太郎が竜宮城から持ち帰った玉手箱にちな

んで、セットのカバンを開けて用具を装着するとた

ちまち高齢者に変身してしまうことから、「うらしま

太郎」の愛称となりました。

うらしま太郎

ポーチを開けて、指定され

た金額の小銭を出します。

特殊な手袋をしているため

小銭を出しづらそうです💦

体験者・介助者交

互にセットを装着し

ます。

高齢者

疑似体験

福祉用具

見学

入浴用のリフトが

意外に人気です。

ダンスもできる介護ロボット

「PALRO」を見ています。上

手に踊りますよ🚩



研修報告（10月開催）

日時：10月18日（火） 10：00～15：10

場所：岩手県高校教育会館 参加者：46名

内容

①講義

・「自立支援・介護予防を担うﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門職の役割」

青森県立大学健康科学部理学療法士学科

教授 諸橋 勇 氏

・「自立支援型地域ケア会議の意義」

医療法人社団帰厚堂南昌病院リハビリテーション科

統括主任 三浦 正徳 氏

②講義・演習

・「模擬自立支援地域ケア会議の開催」

リハビリテーション専門職等連携研修

日時：10月18日（火） 11：00～16：00

場所：盛岡地域交流センター・マリオス 参加者：52名

内容

①情報提供

・「介護ロボットの理解と使用体験」

岩手県高齢者総合支援センター 担当者

②講義・演習

・「福祉用具・住宅改修の知識と

事例で考えるサービス提供のポイント」

岩手県立大学社会福祉学部社会福祉学科

教授 狩野 徹 氏

福祉用具・住宅改修研修（盛岡会場）

日時：10月26日（水） 13：00～15：30

場所：宮古市門馬地域振興センター 参加者：25名

内容

①概要説明

・「宮古市門馬地区における移動支援の立ち上げについて」

宮古市保健福祉部介護保険課

管理係長 安原 智子 氏

・「送迎チームにたどりつくまで」

宮古市社会福祉協議会川井センター

地域支援係長 引屋敷 千春 氏

門馬地域送迎チーム

チーム員 井畑 克雄 氏、去石 徹 氏

宮古市門馬出張所 所長 小林 康雅 氏

②情報交換

生活支援コーディネーター現地研修

日時：10月29日（土） 10：00～16：10

場所：オンライン（Zoom） 参加者：35名

内容

①行政説明

・「岩手県地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ連携指針の決定について」

・「自立支援型地域ｹｱ会議に係る

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門職ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝについて」

岩手県保健福祉部長寿社会課

医務主幹 栃内 圭子 氏

②講義・演習

・「地域包括ｹｱｼｽﾃﾑと地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ」

青森県立大学健康科学部理学療法学科

教授 諸橋 勇 氏

・「ﾘﾊ職に求められるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙｱｯﾌﾟ」

オフィスイーハトーブ 代表 佐藤 まゆみ 氏

・「介護予防領域における療法士の役割」

日本言語聴覚士協会 常任理事 黒羽 真美 氏

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門職介護予防従事者研修

日程 令和4年12月12日（月）

会場 ホテルニューカリーナ

内容

講義　「時・人・地域を結ぶ回想法～その意義と多面的効果について～」
　　　　　日本福祉大学スーパービジョン研究センターリサーチフェロー　野村豊子氏
実践事例紹介　「地域において展開する回想法の実際」
　　　　　　　　　　　岩手県立大学社会福祉学部社会福祉学科　講師　本間萌氏
ワークショップ　「グループ回想法を体感しよう」　　　ファシリテーター　本間萌氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アドバイザー　野村豊子氏

受講対象者 行政職員・地域包括支援センター・ブランチ・医療機関等の認知症支援に携わる職員

申込締切 令和4年12月1日（木）

認知症総合支援

日程 令和5年1月13日（金）

会場 盛岡地域交流センター・マリオス

内容

講義　「（仮）若年性認知症支援について」
　　　　　岩手県基幹型認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ 若年性認知症支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 菊地得恵氏
講義　「（仮）若年性認知症当事者の家族の想い」
　　　　　認知症の人と家族の会岩手県支部　世話人　岩清水信子氏
講義　「（仮）若年性認知症の本人・家族へのサポートについて」
　　　　　NPO法人認知症の人とみんなのサポートセンター　代表　沖田信子氏

受講対象者 認知症地域支援推進員・市町村担当職員　等

申込締切 令和4年12月23日（金）

認知症地域支援研修

お申込み、お問い合わせは

岩手県高齢者総合支援センター

☎019-625-7490 までお願いします。

申込受付中の研修



← センターだよりはこちらのQRコードからもご覧いただけます。

市町村、地域包括支援センター、

指定居宅介護支援事業所などの専門職の皆様

を利用してみませんか？

岩手県高齢者総合支援センターでは、高齢者虐待の対応や権利擁護などの相談に応じる相

談支援事業を実施しています。

弁護士・社会福祉士が相談員として対応し、専門的な立場から助言します。

○定例相談は、毎月第３水曜日、14時から17時まで。

○お急ぎの相談については、定例相談を待たずに随時相談として受け付けます。

○電話やオンラインでも相談できます。（何回でも無料です。）

○書面による事例検討も実施しています。

相談内容について（一例）

お問い合わせ・ご相談は

TEL 019-625-7490
（受付時間 9：00～17：00）

FAX 019-625-7494

成年後見制度をどの

ように進めていけば

良いか確認したい

虐待について、適切

な支援の方策を助言

してほしい

対応が適切だったの

か・・・事例の検討を

したい

高齢者なんでも相談

シルバー110番のお知らせ

● 相談時間は9時から17時まで

● 高齢者やその家族の皆様からの困りごと・悩みごと・知りたい

ことなどご相談に応じています

☎ 0120-84-8584

（フリーダイヤル）

お電話お待ちしております

【専門相談・予約制】
区分 12月 1月

　法律（弁護士）
　9：00 ～ 12：00

2日(金)
16日(金)

6日(金)
20日(金)

　法律（司法書士）
　9：00 ～ 12：00

9日(金) 13日(金)

　認知症
　13：30 ～ 16：30

7日(水) 11日(水)

　認知症（出張相談）

19日(月)
13：30

～15：30
滝沢市

28日(土)
13：30

～15：30
盛岡市


